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ランクトンの動き）を把握するために、平舘沖と

川内沖の２か所の自動観測ブイから送られてくる

水深別の流速と水温、さらには陸奥湾内の６カ所

に流速計、24カ所に水温計を設置して詳細なデー

タを採るとともに（図２）、これまで当研究所で集

積してきたデータを基にして、陸奥湾内の季節別、

地域別の流体・流動シュミレーションを作り上げ、

地域別の餌料収支および適正養殖数量を算出して

いきます。

ホタテガイ養殖自体は、経済行為ですので生物

自体の餌料環境だけ議論しても成り立っていきま

せん。今回の調査では、漁業者および加工業者の

生産効率、収入を最大にするために、経営調査を

実施し、適正収益生産量を導くためのシュミレー

ションモデルを作り上げることも行います。この

生物環境と経営環境とを融合して、陸奥湾の適正

養殖可能数量を算出することにしています。

このTASC制度という新しい制度のもとに、陸

奥湾のホタテガイの最大生産を目指すのではな

く、最大収益をもたらしてくれるような養殖生産

体系を構築してくれることを期待しています。
図２　流速計および水温計設置場所

テレメータブイ
自記式流向流速計
自記式水温計

○種苗生産試験情報

魚類部で実施している今年度の種苗生産試験状

況をお知らせします。

（マ　ダ　ラ）

平成19年１月18日に脇野沢沖で漁獲された親

魚から採卵し、ふ化飼育した稚魚（全長30－

40mmサイズ約31千尾）を４月26日と５月10日

にむつ市脇野沢の中間育成場に搬入し、脇野沢村

漁協のご協力により中間育成中です。６月中旬に

標識放流する予定です。

（マコガレイ）

平成19年１月24日と２月21日に三沢沖で漁獲

された親魚から採卵し、ふ化飼育した稚魚約9.5

万尾（５月下旬現在、全長25～45mm）を飼育

中。80mmサイズ２万尾の標識放流を目標とし

ています。

（ウスメバル）

平成18年に海峡で漁獲され養成していた親魚

（提供いただいた大間漁協の山本昭吾氏、今別町

東部漁協の川口順一氏に感謝いたします）から平

成19年３月22日～４月27日に産仔魚を得、種苗

生産した稚魚約1.5万尾（５月下旬現在、全長８

～20mm）を飼育中。日本海側で中間育成し、

全長10cmサイズで標識放流する予定です。

（キツネメバル）

（社）青森県栽培漁業振興協会に委託しており、

平成19年４月12日から種苗生産を開始し、５月

下旬現在、全長10～15mm、約５万尾飼育中。

○標識放流のお知らせと
再捕報告のお願い

ウスメバル、マコガレイ、キツネメバルの栽培

漁業を推進するため、下記のとおり標識放流を行

いました。

魚類部長　吉　田　由　孝
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標識魚の再捕報告は、放流魚の移動や成長、放

流効果など知る上で重要なデータとなりますの

で、発見された場合は、

①お名前、②再捕月日、③魚種及び標識の種類、

④漁法（刺網とか釣りとか）、⑤場所（○○沖

500mとか）、⑥水深、⑦魚の全長

を最寄りの漁協・水産事務所（普及所）又は当所

にお知らせくださるようお願いします。報告され

た方には粗品を進呈いたします。

（標識放流魚）

ウスメバル マコガレイ キツネメバル

（標　　　識）

アンカータグ スパゲティタグ ダートタグ

年 度 魚 種 年 月 日
全 長
（cm）

尾 数
（尾）

16

17

ウ ス メ バ ル

マ コ ガ レ イ

ウ ス メ バ ル

マ コ ガ レ イ

ウ ス メ バ ル

マ コ ガ レ イ

キツネメバル

H16 .5 .25

H16 .6 .11

H16.10.28

H16.11.11

H17 .6 .27

H17 .4 .15

H17 .6 .24

H17 .6 .27

H17 .11 .7

H17.11.11

H18 .6 .23

H18.11.27

H18 .9 .20

H18.10.20

H18.11.28

標 識 種 類

赤スパゲティタグ（アオゾ2004）

黄スパゲティタグ（アオゾ2004）

青アンカータグ

赤アンカータグ

赤スパゲティタグ（アオゾ2005）

青アンカータグ（片側切除）

青アンカータグ

黄スパゲティタグ（アオゾ2005）

青アンカータグ

黄ダートタグ（アオ97）

黄アンカータグ（片側切除）

白アンカータグ

青アンカータグ

青アンカータグ

白アンカータグ

18

12.5

12.3

10.5

11.1

11.6

10.1

11.3

11.3

10.0

16.2

12.0

10.5

8.7

9.0

6.2

1,997

2,000

373

2,270

617

406

3,139

1,931

1,921

62

1,156

795

2,487

1,688

5,722

場 所

小 泊 村 小 泊

小 泊 村 小 泊

六 ヶ 所 村 泊

三 沢 市

中 泊 町 下 前

中 泊 町 小 泊

中 泊 町 小 泊

中 泊 町 小 泊

六 ヶ 所 村 泊

三 沢 市

中 泊 町 小 泊

深 浦 町 舮 作

六 ヶ 所 村 泊

六 ヶ 所 村 泊

深浦町北金ヶ沢

小
お

笠
がさ

原
わら

大
だい

郎
ろう

浅海環境部　技師

今回の異動で、閉校した海洋学

院から浅海環境部に配属となりま

した。開講した「賓陽塾」で塾生の実習など担当

しています。海洋学院での経験を生かし、一生懸

命がんばります。よろしくお願いします。

尾
お

鷲
わし

政
まさ

幸
ゆき

魚類部　技能技師

階上の栽培漁業振興協会駐在か

ら異動で帰ってきました。過去に

も調査船なつどまりに乗っていたことがあります。

今度は魚類部に配属になりました。頑張ります。

兜
かぶと

森
もり

良
よし

則
のり

浅海環境部　研究管理員

４月にむつ水産事務所より異動

となり、ブイロボの担当となりま

した。

陸奥湾海況自動観測システムが更新整備され、

今年度から本格的な運用が始まっています。より

一層有益な情報提供ができるよう努めて参ります

のでよろしくお願いします。

小
こ

平
だいら

泰
やす

史
し

なつどまり　甲板長

今回開運丸から異動になりまし

た、開運丸では長期航海が多かっ

転　入　者　よ　り　一　言
（あいうえお順）




